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信
条
と

農
林
水
産
業
の
生
産
額
を
倍
増

も

と

よ

り

浅

学

非

才

の
私

る

光

栄

で

あ

り

ま

す

。
　

　

　

　

お

も

な

施

策

と

し

て

は

、

ま

ず

　

　

る

全

天

候

型

漁

港

を

建

設

し

、

水

、

私

は

「
真

心

」

を

政

治

　

　

第

一
に

、

農

林

水

産

業

に

お

け

る
　

　

一Ｆ
口
周

辺

の

一
大

漁

業

基

地

化

を

い
た

し

て

お

り

、

真

実

の
　

　

生

産

額

を

五

年

間

で

倍

増

に

し

農

　

　

図

る
考

え

で

あ

り

ま

す

。
ま

た

、
漁

る

活

力

の
あ

る

村

づ

く

り
　

　

漁

家

所

得

の
向

上

を

図

り

ま

す

。
　

　

業

振

興
実

証

事

業

を

導

入

し
、
漁

業

誠

心
誠

意

努

力

す

る
積

り

　

　

　

そ

の

た

め

に

は

、

河

港

都

市

建

　

　

実

証

船

の
建

造

と

併

せ

て
水

産

加

ま

す

が

、

村

政

の
主

役

は
　

　

設

構

想

に
基

づ

き

、

十

二

湖

水

戸

で
も
村
民
で
あ
り
、
村
民
　
　
口
に

一
文
字
防
波
堤
の
築
造
に
よ

工
場
の
新
設
を
図
り
ま
す
。　
一
方
、

浅
海
増
殖
や
漁
礁
投
入
事
業
を
促

進
、
磯
漁
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
十
二
湖
に
お
け
る
内
水
面

漁
業
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め
に
、

ま
ず
前
潟
の
構
造
改
善
事
業
を
推

進
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
農
業
に
つ
い
て
は
、
水
稲

の
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
方
法
と
し

て
農
業
機
械
公
社
の
設
置
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
野
菜
は
畑
作
経
営

の
合
理
化
を
図
る
た
め
大
野
地
域

を
再
開
発
し
、
休
耕
田
の
転
作
作

目
と
連
動
さ
せ
農
家
所
得
の
向
上

を
図
る
ほ
か
、
農
畜
産
物
の
総
合

加
エ
セ
ン
タ
ー

（企
業
形
態
）
を

三
百
人
規
模
の
雇
用
の
場
を
創
出

第
二
に
、
二
百
人
規
模
の
雇
用
　
　
若
者
の
た
め
に
三
百
人
規
模
の
雇

の
場
を
創
出
し
、
出
稼
ぎ
解
消
に
　
　
用
の
場
を
開
拓
し
た
い
考
え
で
あ

舗
餌
げ
た
を
育
て
よ
う
　
①

家
庭
内
暴
力
や
校
内
暴
力
な
　
　
学
校
教
育
の
中
に
は
、
子
供

ど
、
中
学
生
の
暴
力
行
為
が
社

　

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を

会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

　

わ
き
立
た
せ
た
り
、
あ
る
い
は

い
ま
す
。
子
供
を
、
こ
う
し
た

　

子
供
を
地
域
社
会
に
ス
ム
ー
ズ

に
は
、
学
校

。
家
庭

・
地
域
社

　

と
も
な
る
活
動
が
い
ろ
い
ろ
あ

会
が

一
体
と
な

っ
て
健
全
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
や

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
　

　

、っ

　

同
好
会
の
活
動
が
、
そ
の

一
¨
一
一
一
一

・ ‐こ 豊 活
一
一
一
　
　
　
　
　
一
¨
一
¨
”
¨
¨
¨
一
一

交
流
の
場
を
持
と
う
　
　
　
器
徽
　
お
母
さ
ん
は
次
の
点
に
気

「生
活
指
導
に
つ
い
て
　
　
　
補
円　
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

の
教
職
員
の
意
識
調
査
」
　
加
一　
・　
　
▽
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち

一̈”一一一皆ま消‐こし、一一一　　　一一　▽楽掛′′でで̈̈一̈一一一一

先
生
を
地
域
活
動
の
い
ろ
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
に
、
規
律
の
重

い
ろ
な
行
事
に
積
極
的
に
招
く
　

　

要
さ
を
認
識
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
▽
心
と
心
の
触
れ
合
い
や
感
動

一
方
、
運
動
会
な
ど
学
校
の
　
　
　
の
場
面
を
体
験
さ
せ
ま
し
ょ

体
育
行
事
に
は
、
お
父
さ
ん
、　
　
　
う
。

先
生
や
生
徒
と
交
流
を
図
る
よ
　

　

知
り
、
努
力
な
く
し
て
成
功

地
域
活
励
に
参
加
を
　
　
　
　
　
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

出
稼
ぎ
解
消
や
若
者
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
冒
頭
申
し

こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
が
、
企

業
形
態
の
総
合
加
エ
セ
ン
タ
ー
の

設
立
を
は
じ
め
、
漁
業
振
興
実
証

事
業
の
実
施
、
第
ニ
セ
ク
タ
ー
方

式
に
よ
る
観
光
開
発
機
構
の
新
設

以
上
、
就
任
に
あ
た
っ
て
所
信

の
深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
に
よ

よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
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バ、るさとは遠 きにありて思うもの

懐しの歓声上野の森にこだまして

太
刀
振
り
や
盆
踊
り
で
交
流
の
輪

と
、
東
京
周
辺
在
住
の
相
内
出
身
者
で
組
織
し
て
い
る

「東
京

・
相
内
会
Ｌ
会
長
鳴
海
憲
也
さ
ん
）
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昭和58年度

大
学
入
学
資
格
検
定

必
須
科
目
…
。
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
保
健
体
育
の
各
教

選
択
科
目
…
…
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
外
国
語
、
職
葉
科

目
の
各
教
科
に
わ
た
り
設
け
ら
れ

た
科
目
か
ら
選
択
す
る
こ
と
に
な

〈願
書
受
付
）

（金
）
か
ら
六
月
十
日
（金
）ま
で
。

（受
付
場
所
）

青
森
教
育
委
員
会

〈検
定
実
施
期
間
〉

昭
和
五
十
八
年
八
月
二
日
（火
）

か
ら
八
月
五
日
（金
）ま
で
。

合
格
に
必
要
な
科
目
数
は
十
三

科
目
な
い
し
十
五
科
目
で
、
す
べ

ま
た
、
科
目
ご
と
の
合
格
が
認

め
ら
れ
、
次
回
に
受
検
す
る
際
に

申
し
出
れ
ば
、
そ
の
科
目
の
検
定

大
学
の
入
学
試
験
を
受
け
た
い

が
、
高
等
学
校
を
事
業
し
て
い
な

検
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検

定
は
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い

格
者
は
大
学
の
入
学
試
験
を
受
け

募
集
要
項
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

〈受
検
資
格
者
）

①
中
学
校
を
事
業
し
た
方
ま
た
は

中
学
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が

っ
た
方
、
お
よ
び
そ
の
中
途
退
学

②
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
、
通

信
制
課
程
に
在
学
し
て
い
る
方

③
旧
国
民
学
校
令
に
よ
る
国
民
学

校
初
等
科
を
修
了
し
た
方

〈受
検
科
目
〉

科
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

:       ::: : :言     :
葎 F窯  た百 な た 

｀

「道路運送車両法」の

に
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
初

回
の
六
カ
月
点
検
が
不
要
に
な

六
カ
月
点
検
が
自

た
　　拗ぽ̈
”“』＝

し金
み
　
　
自
動
車
の
装
置
や
部
品

一　項‐こ向‐ザな一一̈素自し、久術̈一一一̈

ぶ″
　
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

一̈　一一一一̈一̈̈一̈

表
紙
に
寄
せ
て
―
―
―
◇

福
　
島
　
城
　
跡

福
島
城
趾
は
市
浦
村
大
字
相

　

の
勢
威
を
誇

っ
て
い
た
。

内
字
実
取
の
丘
陵
地
に
あ
る
。
　
　
　
安
倍
則
任
築
城
後
、
承
保
甲

東
は
広
大
な
牧
野
で
、
西
は
現

　

寅
元
年

（
一
〇
七
四
）
再
築
補

在
水
田
で
あ
る
が
、
往
古
は
入

　

強
し
、
寛
治
二
年

（
一
〇
八
七
）

江
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
南

　

安
倍
氏
季
が
増
改
築
し
た
。
そ

は
十
二
湖
に
突
出
し
、
北
は
相

　

の
ほ
か
、
数
度
に
わ
た
り
増
改

内
川
に
連
ら
な
る
。　
　
　
　
　
　
築
が
行
わ
れ
た
が
、
正
和
年
中

福
島
城
は
、
安
倍
、
十
二
、
　

　

■

〓
二

一
一～

一
三

一
七
）
に

安
東
代
々
の
居
城
で
、
常
時
軍

　

安
倍
貞
季
は
新
城
を
築
い
て
城

船
七
十
五
艘
駐
留
し
、
海
上
交

　

塞
を
整
備
し
た
。

易
の
要
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、　
　
　
城
領
半
里
四
方

（十
三
往
来

東
日
流
平
野
の
咽
喉
と
し
て
、　
　
に
は
方
八
十
丁
と
あ
る
）
城
棟

物
資
集
散
の
検
所
の
役
割
り
を

　

五
百
七
十
、
城
門
十
二
ヶ
所
、

も
果
し
、
蝦
夷
管
領
と
し
て
そ

　

出
城
八
方
、
砦
二
十

一
棟
、
柵

出
城
と
し
て
東
に
鏡
城
、
後

館
、
南
に
青
山
城
、
乙
部
地
柵
、

中
里
城
、
深
郷
田
柵
、
高
楯
城
、

北
に
丘
新
城
、
唐
川
城
、
柴
崎

城
、
西
に
羽
黒
城
、
中
島
柵
、

明
神
城
、
西
南
に
権
現
城
、
千

貫
柵
、
亀
納
丘
柵
、
盛
田
大
館
、

浮
太
刀
城
、
轟
本
柵
、
金
井
城
、

吹
浦
城
、
岩
崎
城
、
八
森
城
、

小
鹿
柵
、
上
崎
城
、
桧
山
城
を

築
い
て

一
族
の
者
を
配
備
し
、

さ
ら
に
蝦
夷
地
に
は
勝
山
城
、

葉
沢
城
、
大
舘
城
を
築
い
た
。

-23・
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津
軽
歴
史
の
集
約
地
帯

市
浦
村
で
古
蹟
の
多
い
の
は
、

歩
し
て
き
た
よ
う
に
、
檀
林
寺
、

浜
の
大
明
神
、
羽
黒
権
現
、
聴

瑠
磨
明
神

（現
車
力
村

・
仮
定
）

宝
を
包
含
し
て
い
る
地
帯
で
す
。

大
自
然
の
恵
み
と
、
人
知
人
倫

に
よ
っ
て
新
し
い
歴
史
が
発
展

古
文
書
の
寺
院

と
こ
ろ
で
、
津
軽
の
古
い
文

書
の
中
に

「津
軽
三
千
坊
」
の

千
坊
と
い
わ
れ
る
寺
院
は
、「十

三
湊
岬
通
ニ
ハ
長
谷
寺
、
通
濃

寺
、
春
品
寺
、
福
鳴
の
辺
ニ
ハ

浄
法
寺
、
阿
時
寺
、
東
明
寺
、

禅
林
寺
、
龍
興
寺
Ｌ
本
藩
通
観

録
）
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺
、
阿
時
寺

（仮
定
）
禅
林
寺
、

画
的
に
考
古
学
的
に
発
掘
さ
れ

た
も
の
は

一
つ
も
な
い
の
が
残

禅

林

寺
出

土
品

こ
の
禅
林
寺
の
址
か
ら
出
土

し
た
板
碑
が
蓮
華
庵
の
境
内
に

い
る
の
が
読
み
と
れ
ま
す
。
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
精

い
わ
ゆ
る
南
北
朝
時
代
に
建
立

す

の

で

、

後

日

ゆ

っ
く

り

精

査

ま

す

。

お

そ

ら

く

十

二

安

倍

氏

門
柱
を
掘
上
げ
た

三
輪
藤
兵
衛

こ

の
禅

林

寺

付

近

か

ら

門

柱

を

掘

上

げ

た

と

い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド

が

あ

り

ま

す

。

故

奥

田

順

蔵

付

近

の

用

水

堰

の

修

理

中

、

藤

兵
衛
が

人
夫
を
督
励

指
揮

し

て

角

を

同

じ

巾

の
薄

い
板

で

四

面

を

包

ん

だ

門

柱

と

思

わ

れ

る

も

い
か

に
大

き

な

建

造

物

で

あ

っ

>53く

こ
ス
４
嬌
η

ｏ

力
・脅
球
豹

千
坊
、
高
野
千
坊
、
十
■
千
坊
　
　
も
の
で
、
足
利
尊
氏
の
時
代
に

で
三
千
坊
と
な
り
ま
す
。
十
二
　
　
な
り
ま
す
。
延
文
は
北
朝
の
年

④

な
静
し
の
際
ま
ぐ
り
鋼
無
し
の

凛
い
延
の
手
爆
り
　
手
近
か
に

あ
る
物
を
と
り
あ
え
ず
利
用
す
る

手
出
し
し
て
相
手
に
な
る
こ
と
。

チ
ヤ
カ
シ
薦
磁
摯
、
椰
識
ヽ
ジ

ョ
鋼
　
お
転
婆
を
は
や
す
こ
と
ば

か
無
し
の
織
切．
ら
し
　
俵
を
結

っ
て
も
未
熟
な
う
ち
は
縄
ば
か
り

薦
勝
つ
か
い
の
配
義
掘
　
女
郎

買
い
に
た
く
さ
ん
の
金
使
う
人
は

長
普
の
双
燎
よ
り
露
春
の
ぃ一
燎

血
は
血
で
か
ら
る
　
肉
親
同
志

が
残
忍
な
争
い
を
続
け
る
こ
と
。

ま
た
は
、
悪
事
の
処
置
を
す
る
た
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私
の
ダ
庁
彦
―
―
―
―
四

献
血
四
十
回
を
数
え
る
と

い
う
丁
子
谷
さ
ん

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

「
健
康
体
」
な
ん
だ
な
ア
ー
と
、
さ
さ
や
か
な
誇
　
ま
す
。
試
合
の
流
れ
に

一
喜

一
憂
し
て
い
る
と

朝
野
球
で
さ
わ
や
か
な
汗
流
す
　
　
ツ事
省
、

強
い
て
あ
げ
れ
ば

″会
員
相
互
の
親
睦
と
明
　
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
っ
た
あ
と

時
起
き
で
す
。
夜
は
早
目
に
床
に
着
き
、
十
分
　
ほ
か
に
没
頭
で
き
る
趣
味
を
持

つ
こ
と
と
、
健

り
、
五
時
に
は
球
場
へ
行
き
ま
す
。
選
手
が

一
　

な
い
で
し
ょ
う
か
。

|

○

欝饗 鸞 鍮

□お年玉つき年賀状

早目に引き換えを
□国 家 試 験

衛生管理者など

丁子谷   悟
(相内郵便局・35歳 )

□交通事故無料相談

気軽にどうぞ

山火事をなくし、緑豊かな郷土にしよう

忘れるな。′山の心得、火のしまつ
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till義蜘

近 11は 、山菜採 りを 1
楽 しt.人 が非常に増 え、|
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|
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」
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□ 事故見舞金制度

進んで加入を
□身障者巡回診査

更生相談も行います



｀
第一に重要なもの

″一タンパク質

広報ιチろ に)

第 11回 村民健康会議

士  三 公 民 館 前

休 診 の お 知 らせ

58年凛健康相談

衛生教育カリキュラム
お
誕
生
お
め
で
と
う

小
山
内
　
政

⌒十
三
）
明
　
志

古
川
　
裕
子
（十
三
）七
五
三
夫

工
藤
　
寿
士

（相
内
）
幹
　
治

鳴
海
　
一
博

（相
内
）
行
　
秋

秋
田
谷
梨
香

⌒相
内
）
英
　
紀

成
田
　
仁
美

（脇
元
）
　

治

湯
浅
佳
代
子

（十
三
）
三
　
雄

中
島
　
義
治

（十
三
）
三
津
雄

吉
田
　
政
輝

（相
内
）
博
　
史

山
田
　
　
徹

（脇
元
）
義
　
則

（議暉ち螂摯　一動島』一

勲
襲

耗
型

（録ほ釧罐「　一嚇　赫一

（翻赫　輌「　一観　『一

（」［　制仁　一螂　動一

（崎購智臨「　一陣　繭一

（直螂　蜻制　一一　馨一

（演畔満利「　一博　蒻一

（神柿　柳『　一哺　騨一

（に晦谷一鵬子
一機
い一

（蘭嚇　熙筆　一輝　動一

（中雌恵割諺　一犠　卦一

（蟻籍　詢曖　一書
『一

（躊錮　議「　一一　一糞

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

山
田
　
ユ
ミ

（脇
　
元
）
８５
歳

葛
西
　
は
ま

（脇
　
元
）
８９
歳

大
間
　
正
雄

（十
　
一こ

６２
歳

成
田
　
八
雄

（脇
　
元
）
７７
歳

米
谷
慶
之
助

（相
　
内
）
７．
歳


